
クラスの集い（秋季に向けて・校外学習打合せ）

寒天の里　高槻を語る

（株）タニチ　福田　耕平

生物と人間 淀川洪水を振り返る

茨木高校元生物教師：北村　正信

☆ カリキュラムの講座名、日程、内容、講師等は事情により変更になる場合があります。 R6.8.3

学長：関西学院大学前院長 　田淵 　結

講座責任者：赤座　芳枝

CA：田中　満子

No. 月　日
曜
日

午前（10：00～12：00） 午後（13：00～15：00）

講　義　内　容

9 9月10日 火

北摂学：北摂地区を探る

追手門大学前教授：泊　吉実

まちをハカル・まちをカンサツする

福井工業高等専門学校非常勤講師： 高麗　敏行追手門大学前教授：泊　吉実

講　義　内　容

講　　師 講　　師

スタッフ

10 9月24日 火

高槻学：高槻の魅力に迫る

富田学：富田の歴史と人物

火11 10月8日

高槻市の観光の現状と現在

高槻市観光協会事務局長：北　建夫

元茨木高等学校教諭：北村正信

けさたんと会：西田　善彦

13 11月12日 火 校外学習

10月22日12

15 12月10日 火

クラスの集い（今後の学びについて）

スタッフ

14 11月26日 火

大高槻町・高槻の誇り

高槻名誉市民を語り継ぐ会会長：馬渕　晴彦

淀川河川レンジャー運営会議代表：北田　荘平

高槻市名誉市民高碕達之助の功績

たかつき市民カレッジ「人生１００年を楽しく学ぶ科

令和６年度 第五期生（１年生）カリキュラム （秋季講座 ９月～１２月）



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 北摂学 

担当者 泊 吉実 

開講日 令和 6 年 9 月 10 日（10：00～12：00） 

授業テーマ 北摂地区を探る 

授業内容  北摂地域は高槻、茨木、島本、摂津、池田、豊中、吹田、箕面、

能勢、豊能の大阪府北部 7 市 3 町を指すこともあれば、文字通

り「摂津の国の北部」という意味で、それに加えて兵庫県側（川

西、伊丹、尼崎、西宮、宝塚、三田、猪名川など）を含む地域を

指すこともあります。大阪都市圏の郊外都市地域であり、古代

以来の歴史遺産が多いほか、良好な住宅地、豊かな自然のある

地域、文教地域だと言えます。 

 京都と西国を結ぶ主要道「西国街道」が通り、淀川の水運と

ともに交通の要衝だった近世の歴史そのままに、交通の要衝で

あり続けています。JR と阪急、阪神電鉄、名神・新名神高速道

路に関西三空港の一翼を担う伊丹空港、「摂津」の名の通りに整

備された港湾が国の東西をつなぎます。また、阪急電鉄を興し

た小林一三を抜きに北摂地域を語ることはできません。鉄道網

をつくり上げただけでなく、新しい宅地開発や娯楽、百貨店を

誕生させ、スポーツの振興も推し進めました。暮らしと文化に

深く関わっているのです。 

交通を軸に北摂地域の地理、歴史、文化遺産をたどり、各種デ

ータで市町の比較をしながら、北摂地域の特徴について考えま

す。 

 

 

 

講師現職 追手門学院大学地域創造学部元教授 

講師経歴 1957 年 島根県出雲市生まれ 

1982 年 早稲田大学第一文学部卒業 

     読売新聞大阪本社入社 

2016 年 追手門学院大学に出向、地域創造学部教授 

2017 年 読売新聞大阪本社退職、追手門学院大学に転籍 

追手門学院大学地域創造学部教授 

専門分野 メディア教育、地域学（交通まちづくり） 
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シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 クラスの集い 
担当者 講座スタッフ 

開講日 令和 6 年 9 月 10 日（13:00 ～15:00） 

授業テーマ 校外学習の打合せ 
授業内容（５００字）      《 秋季に向けて 》 

校外学習について 

秋季の最大イベントとして組み込まれているカリキュラムが  

「校外学習」です。 

春季の最後のクラスの集い、班長会で確認されてますように、 

11月 12 日の校外学習は班単位で行動する事となりました。 
班の皆さんで知恵を出し合って計画に取り組みましょう。 
行事委員さんを中心に決めていきます。 
 
   注意して欲しい事項 
① 最大の目的はクラス、班のコミュニケーションを計る事で

す。少数の意見を推し進める事なく、計画の段階からみんな

で意見を出し合いましょう。 
② 行先検討についての注意事項 

 ・みんなが参加出来る事 
 ・昼食を共にする事 
 ・雨天の場合どうするか。 
 ・役割分担は 
  
今日中に決まらなくても計画の進捗状況に合わせて、時間を

取ります。 
楽しい一日になるように。 
 
 
14 時 40 分～ 
 各班決まったところまでを発表 
 

講師経歴  

 

専門分野  

 



シラバス

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 高槻学

担当者 泊 吉実

開講日 令和６年年 9 月 24 日（10：00～12：00）

授業テーマ 高槻の魅力に迫る

授業内容  大阪と京都の中間に位置し、ベッドタウンとして発展してき

た高槻市は様々な魅力的な顔を持っています。交通至便の地で

あり、豊かな自然と歴史資源を抱える町であり、商工業が集積

する産業都市でもあり、教育研究機関がそろう学術都市でもあ

ります。もちろん、課題もあります。高度経済成長期に全国に

例を見ないほどの人口増加を経験した反動もあり、人口減少と

高齢化が駆け足でやってきました。1995 年をピークに人口は減

少傾向にあり、2019 年 12 月末現在の高齢化率は 29％に達して

います。

 こんな話があります。高槻市「北摂の中心は高槻やで。だっ

て京都と大阪のど真ん中やし。茨木？ 話にならんわ。茨木に

タワーマンションないやん」、茨木市「高槻？ いやいや、ちょ

っとごみごみしてるわ。茨木の方が住環境いいよ。それに出張

に飛行機で行くとき、南茨木から伊丹空港まで一本やん。高槻

の人ら南茨木で乗り換えるんちゃうん？」。互いに（？）ライバ

ル視する茨木市をはじめ北摂地域の他市町とデータなどをもと

に比較しながら、高槻市の魅力と課題について一緒に考えまし

ょう。

講師現職 追手門学院大学地域創造学部元教授

講師経歴 1957 年 島根県出雲市生まれ

1982 年 早稲田大学第一文学部卒業

読売新聞大阪本社入社

2016 年 追手門学院大学に出向、地域創造学部教授

2017 年 読売新聞大阪本社退職、追手門学院大学に転籍

追手門学院大学地域創造学部教授

専門分野 メディア教育、地域学（交通まちづくり）



シラバス 

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 路上観察学 

担当者 高麗 敏行（こうらいとしゆき） 

開講日 令和６年 9 月 24 日（13：00～15：00） 

授業テーマ まちをハカル・まちをカンサツする 

授業内容 本職である建設コンサルタントにおいて 35 年以上、道路の計画や設計に関わって

きました。しかし自転車好き、クルマの運転開始が 30 歳過ぎてからと遅かったこと

もあり、クルマ中心のみち（道路）ではなく、自転車や歩行者中心のみち（路）へ

の興味や関心が高く、本職においても道路設計から自転車走行空間や歩道設計を得

意とするようになりました。 

そのクルマから歩行者の視点へと変化する中で、みちやまちを観察するきっかけ

となった「トマソン」「路上観察」（南伸坊、赤瀬川源平、藤森信照他）に興味を持

ち、本職にて必要とする計測や設計において身に着いた「モノでハカル」ことで、

より「路上観察」を楽しむことが出来ました。今日は、街中に溢れる「モノサシ」

を紹介するとともに、高槻等の街中において不思議なモノ、面白いモノを少し紹介

して、街をカンサツすることでなぜかその街を好きになる（かもしれない）ことの

お役に立てればと思います。 

トマソン：元読売ジャイアンツ選手の「ゲーリー・トマソン」に由来する。彼は

当時高額の助っ人選手として雇われた四番打者であったが、毎度空振り続きであっ

た。その役にたたない様子を皮肉って、彼の名前がこの名称として用いられた。 

路上観察学：主な活動は、芸術家・赤瀬川原平らによる「トマソン」の観察である。

機能を失った、もしくはもともと無用な、純粋なモノに価値を見出す姿勢は、路上

観察の基礎となった。それを学問に高めたのが建築史家の藤森照信である。彼は机

上の学問に限界を感じ、フィールドワークに新たな可能性を見出した。会員たちは

考現学の影響を受けており、活動は広い分野にわたる。（出典：「現代芸術用語辞典

ver.2」 Web マガジン「アートスケープ」より） 

講師現職 株式会社キミコン関西支店 

独立行政法人 福井工業高等専門学校専攻科デザイン工学非常勤講師 

たかつき交通まちづくり研究会 代表 

講師経歴 1963 年：福井県福井市生まれ 

1983 年：国立福井工業高等専門学校土木工学科卒 

1983 年：協和設計株式会社入社（1985 年退社） 

1990 年：株式会社長大入社（2006年退社） 

2007 年：吹上技研コンサルタント入社（2020年退社） 

2007 年：福井工業高等専門学校専攻科デザイン工学非常勤講師 

2007 年：たかつき交通まちづくり研究会発足 

2020 年：株式会社キミコン入社（本社：福井県鯖江市） 

専門分野 道路計画・設計、交通計画、ユニバーサルデザイン 

 



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 富田学 

担当者 西田 喜彦 

開講日 令和 6年 10月 8日（10：00～12：00） 

授業テーマ 富田の歴史と人物  

授業内容  

高槻市の西に富田地区がある。この町は高槻市の中でもユニーク

な発展を遂げてきた。高槻と茨木の中間に位置しており、古来より

殷賑を極め、江戸時代には天領（幕府領）として商業、農業が栄え、

現在も寺が多く存在している。 

また酒造りが盛んであり、今でも２軒のメーカーが伝統を守って

地元に貢献している。その歴史を振り返る。また富田に関係する人

たちにもスポットを当てます。、 

 

富田学を富田楽としてとらえ、分かりやすく『誰でも楽しめるを』

話をしたいと思います。 

学校で教えた経験もなく、もっぱら槻歩クラブで、地元公民館での

講演などをもとにしておりますので 

気楽に受講ください。 

 

 

 

 

講師現職 けさたんと会（地元町づくり、歴史文化の研究団体） 

 槻歩クラブ（高槻の歴史、史跡探訪の会） 

 

講師経歴 昭和２２年 高槻市西五百住町に生まれ。 

昭和４０年 府立茨木高校卒業。 

昭和４５年 鳥取大学農学部卒業（農業史、農産物マーケティ 

ング） 

阪急食品工業（現 阪急フーズ）に勤務（製造、総務、人

事、品質管理） 

平成 17年  同社退職し現在に至る。 

趣味 音楽鑑賞（オペラ） 

 

専門分野 郷土史学 
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シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 高槻学 
担当者 福田 耕平 
開講日 令和 6 年 10月 8 日（13：00～15：00） 
授業テーマ 寒天の里 高槻を語る！ 

授業内容  
高槻の伝統産業である寒天、その寒天の歴史と寒天ができるまでを

お話しします。 
内容としましては 

１．いかに（株）タニチが寒天産業にかかわったのか 
２．寒天の始まりは 
３．寒天と高槻市の関係は 
４．寒天ができるまで 

 
 
 
 
 
 
 

講師現職 株式会社タニチ センター長 

 
講師経歴  

 
専門分野  

 

 



シラバス

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 故郷学 

担当者 馬渕 晴彦 

開講日 令和 6 年 10月 22 日（10：00～12：00） 

授業テーマ 大高槻町の成立（高槻市名誉市民礒村翁から学ぼう） 

授業内容 高槻町は、京都と大阪の中心に位置し、市街地として街の中

心部を形成し、田園都市として出発した。しかし、その後昭和

35 年ごろからは急速に人口も増え 15 年間で 33 万人にもなっ

た。高槻市は田園都市・風光明媚で歴史的な街から、産業の町・

新興住宅の町へと変化し、完全な都市としての機能を備えるに

至ったのである。その背景にはバス行路の推進があった。まず

その点を簡単に述べる。 

そのような中、礒村翁は明治 23 年、高槻市西天川に生まれ、

大正 10 年、大冠村長に当選し、さらに昭和 6 年の 5 か町村合併

にあたって尽力し、新「高槻町」ができ、初代町長に就任した。 

そして市制施行後の昭和 18 年 1月 1 日、大阪府下 9 番目の市

として高槻市が誕生し、初代市長、初代市議会議長に就任した。 

礒村翁は一貫して市の発展と公共の福祉の増進に尽くし、多

大の功績を残し、高槻市発展の礎を築いた先人である。   

高槻市名誉市民である礒村翁の業績を振り返る中で、大塚切

れ・大阪高等医療・新京阪電鉄・京大摂津農場などの歴史話を

お伝えするつもりである。 

講師現職 NPO 高槻名誉市民を語り継ぐ会理事長 

高碕達之助に学ぶ会副会長、高つきレモンの会理事 

安満人倶楽部監査役、NPO 法人たかつき市民カレッジ理事長 

講師経歴 1947 年 愛知県生まれ（高槻市在住 59 年） 

1965 年 大阪府立北野高校卒業 

1969 年 関西学院大学経済学部卒業 

1969 年 東洋ガラス㈱入社 

2001 年 同志社大学大学院総合政策科学研究科博士課程前期終了 

2006 年 東硝㈱代表取締役社長就任 

2012 年 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科終了（MBA） 

専門分野 経営学（企業理念論） 



シラバス

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 故郷学

担当者 中川 修一

開講日 令和６年 10 月 22 日（13：00～15：00）

授業テーマ 戦後高槻市の歴史

授業内容 昭和 18 年 1 月 1 日に誕生した高槻市の歴史の歴史を、それぞれの
時代を導いた歴代の高槻市長の功績をたたえつつ、今日に至るまで
を語る。  初代市長 磯村弥右衛門（1943 年～1945 年） 

2 代市長 中井啓吉(1945 年～1946 年) 
3 代   古田誠一郎（1947 年～1950 年） 
4 代   阪上安太郎（1950 年～1958 年） 
5 代   鈴木定次郎(1958 年～1966 年) 
6 代   吉田得三（1966 年～1976 年） 
7 代   西島文年（1976 年～1984 年） 
8 代   江村利雄（1984 年～1999 年） 
9 代   奥本務（1999 年～2011 年） 

10 代   濱田剛史（2011 年～   ） 
初代磯村弥右衛門の時代は人口 3 万人の田園都市、一面田んぼだ
らけの町であった。昭和 18 年、太平洋戦争のさなかの昭和 18 年 1
月 1 日に高槻市が誕生する。以来、日本の戦後の復興と、高度成長
の波に乗って、今や人口 35 万 4000 人を擁する中核市となった。
市民の多くは、九州、四国、中国地方から大阪へ移住して来られて
います。元々のふるさとの面影を高槻市内に今も見つけることがで
きます。そんな受講生の皆さんと共に歩んできた高槻市のことを考
えたいと思います。 

参照 高槻市ホームページ「高槻市政 75 年のあゆみ」 

講師現職 高槻市観光協会事業部長、高槻商工会議所雑貨品部会長、高槻

まつり振興会会長、高槻シティマラソン常任委員、「わくわく探

検隊」顧問

講師経歴 1950 年：高槻に生まれる 

1966 年：高槻市立第一中学校卒業 

1969 年：大阪府立茨木高校卒業 

1974 年：関西大学経済学部卒業 

1974 年：高槻市役所就職 

株式会社丸公代表取締役社長

専門分野 観光学・地域学



シラバス

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 高槻市名誉市民高碕達之助の功績

担当者 北村 正信

開講日 令和６年 10 月 22 日（13：00～15:00）

授業テーマ 高碕達之助翁から生き方（生涯）を学ぶ

授業内容  私は茨木高校在任中に新校舎校庭に荘川桜（茨木中学 4 回卒

業の高碕達之助が救出した桜のクローン）が植えられたことか

ら、初めて高碕を知り彼の行動や考え方に感動しました。以来、

桜の季節に彼の並外れた行動力と人情、生き物への愛情、「古き

ものは古きが故に尊い」という精神を高校生たちに語ってきま

した。 

また、高槻市名誉市民の一人として彼を調べていく中で、明

治生まれの気概、当時の最先端の水産講習所での人脈、メキシ

コでのスパイ事件と若きフーバー（後の 31 代アメリカ大統領）

との出会い、東洋製缶（株）の設立、満州重工業（満業）への関

わり、民間トップとして在満法人の保護と帰国問題に尽力、中

華民国側の賠償交渉人としての訪日（結局は帰国）、バンドン会

議での周恩来首相との非公式会談から LT 貿易、電源開発（株）

総裁と荘川桜、日ソ漁業交渉（コンプ安全操業）締結時のフル

シチョフ首相との交渉力、など多彩な高碕の人間力を知り現代

日本の礎を作った彼の功績を後世に伝えなければならないと強

く思いました。1 回目は概略と隠れた彼の功績「在満邦人の帰国

問題」をお話しします。 

講師現職 前大阪府立高校生物科教諭

講師経歴 1954 年 大阪市生まれ

1980 年 大阪教育大学大学院理科教育研究科 修了

1980 年 府立摂津高校（～89） 

1989 年 同 茨木高校（～00） 

2000 年 同 鳥飼高校（～08） 

2008 年 同 北摂つばさ高校（～15）退職

2015 年 再任用 北摂つばさ高校（～19）退職

2019 年 非常勤講師 

参考文献『日中を開いた男 高碕達之助」』牧村健一郎著  
専門分野 歴史学



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 校外学習 
担当者 クラス担当 
開講日 ４期生（令和 6 年 11月 5 日）、5 期生（令和 6 年 11 月 12 日） 
授業テーマ 高槻市内を探索 
授業内容 各班毎にみんなで楽しく校外へ出かけましょう。 

 

～過去の校外学習実績表～ 

 

 1 年生 ２年生 

１

期

生 

‣西国街道・梶原地区 

‣三好山城跡見学 

‣今城古墳、新池ハニワ 

‣高槻城下町、生命誌研究 

‣三好長慶の首都芥川山城 

‣JR 高槻駅周辺探索 

・摂津峡とバーベキュー 

・アサヒビール山崎山荘 

・古曽部地区周辺と安満遺跡公園 

・長岡京市散策 

２

期

生 

 

 

 

・西国街道・今城塚古墳 

・摂津峡方面 

・上宮天満宮・伊勢寺 

・富田方面散策 

 

・萩原運動公園と摂津峡桜公園 

・西国街道 

・富田～今城塚古墳 

３

期

生 

 

 

 

・山崎山荘美術館～山崎聖天 

・大阪市中央卸売市場見学 

・三好山、芥川城 

・今城塚～富田巡り 

・摂津峡（バーベキュー） 

・ 

 

 

 

 

 

 ・三好長慶の歴史探索 

・関西学院大学上ヶ原キャンパス 

・大山崎山荘美術館 

 

 

  
  
  



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 福祉用具でアクティブに！ 

担当者 竹本 良平 

開講日 2024 年 11月 19 日（13：00～15：00） 

授業テーマ 福祉用具は自立支援用具。いつまでもアクティブに過ごせるよ

うに。 

授業内容 病気や怪我は誰にだって起こりえます。 

それがきっかけで生活に不便が生じることもあります。 

そんな時でも、やりたいことを我慢して引きこもってしまわな

いように、住環境改善や福祉用具を利用してアクティブな生活

を続けることができるということをお話します。 

もしもの時に利用できる福祉用具ってどんなものがあるの？ 

費用や納期はどのくらいかかるの？介護保険で利用できるサー

ビスは？などなど、よくある質問についてもお話しします。 

 

また、アクティブに過ごすためには、自身の身体について関心

を持つこと、生活を振りかえる時間を持つことも大切です。 

今回は、健康チェックのお時間を取りたいと思います。 

・骨密度測定 ・血管年齢測定 ・足趾力測定 ・血圧測定  

（都合により、健康チェックの内容は変更になる場合もありま

す。） 

       

 

講師現職 株式会社トップコーポレーション  

事業所名 ゆとり 

 

講師経歴 2011 年 7 月 株式会社トップコーポレーション入社   

（福祉用具専門相談員） 

役職：教育研修課長 

資格：福祉用具専門相談員、福祉用具プランナー、 

リフトリーダー、福祉住環境コーディネーター 

 

専門分野 福祉用具と住環境改善 

 



 

シラバス 

ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 生物（学）と人間（ヒト）   

担当者 北村 正信 

開講日 令和６年 11 月２6 日（10：00～12：00） 

授業テーマ 腎臓が寿命を決める！  

授 業 内 容 

（５００字） 

 腎臓は、一般的に老廃 

物を尿として排出する器官 

であると知られている。しかし 

遺伝子操作技術で偶然生 

まれたマウスの研究によって、 

体内に入ったリン（リン酸イオ 

ンやリン酸塩）がもたらす負 

の側面や、さらには寿命に影響 

することが近年分かってきた。 

老化などで腎臓の機能が 

衰えてくるとリンの排出能力が低下し、血中のリン濃度が高まる。そう

するとその後どうなっていくかを、リン濃度を調節する仕組みも含めて 

紹介させていただきます。 

 

講師現職 前大阪府立高等学校 生物科教諭 ・現大阪府立学校非常勤講師  

講師経歴 高槻名誉市民を語り継ぐ会 TSCPt.コース（活行・楽学シニア）講師 

専門分野 発生学 （趣味）セキセイインコの体色の遺伝・スサノオ神話など 

・北海道を守った将軍「樋口季一郎」・電力王「福沢桃介」に関心 

（令和５年９月現在） 

 



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 私が見てきた芥川 
担当者 北田 荘平 
開講日 令和６年 11 月 26 日（13：00～15：00） 
授業テーマ 治水から利水そして環境へ 
授業内容 （１）高槻の水系 

淀川水系―――概ね名神高速道より以北 
神崎川水系――上記以南（芥川、女瀬川、檜尾川が天井川

の為、淀川へ流入不可） 
（２）芥川の特徴 
   ・1 市を流れるダムの無い川 
   ・都市シンボルとしての芥川 
   ＊21 世紀を目指した芥川河川整備構想の策定 
   ＊市総合計画で芥川を都市シンボル軸と位置付け 
   ＊芥川創生基本構想の策定１ はじめに 
２ 治水 
  （１）河川計画及び下水道計画での確立年と計画降雨強度 
  （２）明治以降における淀川水系の治水の歴史 
  （３）水害（破堤、洪水）の記録 
  （４）幼少期の水害体験 
  （５）応急復旧と改修 
  （６）大規模改修 
  （７）震災による堤防、河川施設の被害 
  （８）風水害の新たな脅威 
  （９）ス－パ－堤防化による安全対策 
3 利水 
    上水道、農業用水、漁業、防火用水、水運、断水時の（防火

雑用水）利用の準備 
４ 環境 
  美化清掃、外来動植物の駆除、生態系の保護育成、歩行者

動線の点検整備、 
講師現職 淀川河川レンジャー運営会議代表  
講師経歴 昭和 44 年：高槻市役所へ奉職、建設部下水道課 

平成 13 年：高槻市建設部次長、平成 15 年安威川淀川右岸下水

道組合事務局長、平成 18 年緑化森林公社 常務理事 
専門分野 地域学 

 



シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 観光学 

担当者 北 建夫 

開講日 令和６年 12年 10日（10：00～12：00） 

授業テーマ 高槻市の観光（高槻市の観光資源、観光行政は今？） 

授業内容 広辞苑では、「観光」を「他の土地を視察すること。また、

その風光などを見物すること。」と規定する。こうした規定

を踏まえた京都や奈良などのいわゆる観光地の「観光」と

同じように、高槻市の「観光」を捉えられるだろうか。「観

光」というものは、「観る、知る、学ぶ」ことを通じて、そ

れぞれの地域に「観光」というものがあるではないか。 

では、高槻市における「観光」をどのように捉えたらい

いのか。高槻市における「観光」とは、地域経済に根ざし、

かつ直接関係するものとしてのウエイトが高いと捉えた

ほうが、高槻市の「観光」には相応しいと言える。このよ

うな視点に立つとき、「観光」とは、地域の賑わいと活性化

を図るためのツールであり、地域産業政策の一形態であ

る。ただ単に地域資源を紹介するいわゆる「観光」のみな

らず、観光を通じて、地域経済に波及効果を与える存在で

なければならない。そうした観点から「観光協会」につい

て言うと、行政でもなく民間でもない中間的な組織特性を

より生かせ易くなり、地域の活性化組織として、そのコン

セプトもより明確となる。 

このような観点から、高槻市観光協会では、体験型観光

「オープンたかつき」事業を実施しており、その現状をお

知らせする。 

 

講師現職 公益社団法人高槻市観光協会 業務執行理事兼事務局長 

講師経歴 1947年 京都市生まれ 

1972年 同志社大学経済学部卒業 

1972年 高槻市役所奉職 

2008 年 同志社大学大学院総合政策科学研究科前期課程

修了 

2011年 高槻市役所退職 

2020年 高槻市観光協会 業務執行理事兼事務局長 

専門分野 観光分野 
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シラバス 

 
ＮＰＯ法人たかつき市民カレッジ 

授業科目名 クラスの集い 
担当者 講座スタッフ 

開講日 令和 6 年 12月 10 日（13:00 ～15:00） 

授業テーマ 秋季を終えて 
授業内容（５００字）    

 

   懇親会を検討中 

 詳細は班長会にて決定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講師経歴  

 

専門分野  
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